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16 日：10～12 時「生ｷｬﾗﾒﾙ作り」及び「布ぞうり材料準備」．参加者 15 名．昼食．午後：「日
頃したいと思っていること」ﾌﾞﾚｲﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞと KJ 法によるまとめ．参加者 14 名．17 日： 9:45
～16 時：前日の KJ 法まとめ発表 15 分．布草履作り．参加者 18 名．全員片方完成．訪問
③：11/11．18～20 時．前回の KJ 法で、「ほっとする」の希望が出てきたため、「ﾃｨｰﾀｲﾑ」




価結果：とても楽しかった・良かったを 5 とし、つまらなかった 1 として 5 段階評価。平
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